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　市民の皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　私が市長としてスタートした平成 19 年は、地域づくりの最上位に
位置付けられる長期 10 か年計画「第３次茅野市総合計画」の最終年
でありました。これまでの総合計画は、国、県の支援を前提として策
定されてきましたが、地方分権一括法の施行、三位一体の改革等によ
り、結果として質的な転換が迫られていました。さらに、自治体を取

り巻く環境は人口減少時代の到来、進行する少子化・高齢化、あらゆる分野において市民ニー
ズが多様化・複雑化するなど大きく変化していました。
　そうした中、平成 19 年から１年をかけ、第４次茅野市総合計画「茅野市民プラン」を策
定しました。策定にあたりましては、多くの市民の皆様、民間団体、事業者等の皆様にご参
加をいただき、延べ 90 回以上に及ぶ分野別政策会議や円卓会議などを開催しました。そし
て、「市民プラン」は行政計画としてだけではなく、「市民みんなの行動指針、行動目標」と
なりました。

　私たちは、「ひと」が輝き、「みどり」が輝き、「まち」が輝くことを目指し、将来像を「人
も自然も元気で豊か　躍動する高原都市」と定めました。そして、このことを実現していく
ために、市民力、地域力、行政力の３つの力を高めることを考えました。市民力の向上には、
自らできることは自ら行う、自分たちの地域は自分たちでつくっていく、という市民一人ひ
とりの「自助」の心。地域力の向上は、隣組、区・自治会、地区単位での具体的、実践的な「共助」
の取組。そして、行政力の向上には、職員の意識改革と市民の視点に立ち、事業を遂行する「公
助」の機能。この３つの力を高めることを意識しながら「市民プラン」の理想（ゆめ）を現実（か
たち）にしていく、そのための「市民みんなが主役のまちづくり」に心掛け、「みんながつ
くる　みんなの茅野市」をともに進めてきました。

　この 10 年間、年初に「ひとづくり、まちづくり」の想いを込めて「今年の１文字」を掲
げてきました。最初の「繋」（つなぐ）から始まり、今年は「愛」（あい・いとしい）とさせ
ていただきました。そして、昨年、茅野市の地域資源を活かし、特色や個性を認知してもら
うことで「選ばれるまち」になるとともに、市民の皆様にとって「誇れるまち」になること
を目指し、「まんなかに愛（Ｉ）のあるまち ＣＨＩＮＯ」をブランドフレーズとし、シティ
プロモーションの取組を始めました。
　「愛のあるまち」にするために、「関心」を持ち、「寛容」な心で、「連繋」していく、そうして、
第５次茅野市総合計画の目指す将来像「八ヶ岳の自然、人、技、歴史が織りなす やさしさ
と活力のあるまち」の実現に向け、シティプロモーションを展開してほしいと思っています。

　茅野市のまちづくりという大海原で、市民の皆様、市議会議員の皆様、そして茅野市の職
員とともに、12 年間、素晴らしい航海ができましたことに対し、そして、そのことを続ける
ために多くの温かい支えがあったことに対し、改めて感謝を申し上げますとともに、茅野市
の更なる発展と皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、退任の挨拶といたします。長い間、
ありがとうございました。

退任のごあいさつ
「みんなでつくる　みんなの茅野市」

平成 31 年 4 月 29 日
　　　　　　　　　茅野市長
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　謹んでご挨拶を申し上げます。
　このたび、市民の皆様方から力強いご支援と心温まるご厚情を賜り、
４月 30 日付けをもちまして市政を担わせていただくことになりまし
た。改めて、その責任の重さを痛感しております。
　この４月 29 日まで３期 12 年間市長を務められ、大きなご功績を
残されご退任されました、前柳平市長のご尽力に対し、心から敬意を
表します。

　茅野市はこれまで、市民・民間主導、行政支援のまちづくりという理念のもと「パートナー
シップのまちづくり」を推進して参りました。また、先輩方が築き上げてこられたかけがえ
のない郷土であり、雄大な八ヶ岳をはじめとする大自然に溢れ、はるか縄文時代からの国宝
土偶は、私たちの大切な財産として受け継がれてきました。
　しかし、国は本格的な人口減少・少子高齢化社会という厳しい局面を迎えており、安心し
て子育てができる社会の構築や生産性の向上が求められています。

　もとより微力ではございますが、あらゆる可能性にチャレンジすることを原点とし、生か
すものは生かし、修正すべきは修正し、皆様からお寄せいただきました信頼と期待にお応え
するため、大きな可能性を秘めた茅野市の潜在能力を今まで以上に引き出し、市民の皆様が
「はぐくんできた思い」「つちかってきた誇り」「たくさんの物語」を繋げ、「力強い茅野市を
育てる」所存でございます。

　今後も茅野市の更なる発展のために、精一杯取り組んでまいります。
　一層のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げ、就任のごあいさつといたします。

平成31年 4月 30日
　　　　　　　　　茅野市長

今井市長初登庁

就任のごあいさつ


